
[基調講演]

青森県と高レベル放射性廃棄物問題
〜いま 地層処分してはいけない８つの理由〜

さようなら原発・核燃「311」弘前集会

講師 ⼩野有五⽒ （北海道⼤学名誉教授、北星学園⼤学教授）
1948年 東京都⽣まれ。東京教育⼤学を卒業後、筑波⼤学、北海道⼤学を経て現職。
専⾨は地球⽣態学、環境地理学。著書に『たたかう地理学』(2013年）などがある。

⽇ 時 2021年3⽉14⽇（⽇）13時(開場）13時30分(開会)〜16時30分
会 場 弘前⽂化センター⼤会議室 弘前市下⽩銀町19-4 （0172-33-6571）

参加費 500円（資料代を含みます）

国や電⼒会社による⾼レベル放射性廃棄物の最終処分場選定は⼀向に進みませ
ん。現状では⻘森県に搬⼊された廃棄物の保管期限を超えることは必⾄の状況で
す。このままでは、なし崩し的に核のゴミが⻘森県に据え置かれるのではないか
という県⺠の不安は膨らむ⼀⽅です。福島第⼀原発事故から１０年が過ぎました。
今年の集会では基調講演の他に福島の現状報告、各団体からの主張、集会アピー
ル採択などを予定しています。

主 催 核燃・だまっちゃおられん津軽の会
お問い合わせ 核燃・だまっちゃおられん津軽の会事務局

（永瀬範明 TEL  0172-39-3535/E-mail:  snaga@hirosaki-u.ac.jp）

https://www.digima-news.com/20170213_13627


